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V328b Ｘ線天文衛星「ひとみ (ASTRO-H)」搭載軟Ｘ線撮像検出器 SXI の軌道
上較正：バックグラウンドと検出効率
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我々は、これまで「ひとみ」搭載軟X線撮像検出器 (Soft X-ray Imager: SXI)の開発を進めて来た。SXIは 4
枚のBack-illuminated(BI) CCDから構成されており、38′ × 38′の広い視野をカバーする。「ひとみ」は、打ち上
げ後複数の天体を観測しており、我々はこれら約 1ヶ月分のデータを用いて軌道上較正を進めている。
宇宙線由来のバックグラウンド（Non X-ray Background: NXB）は、太陽光のあたっていない地球の観測デー

タを用いて見積っている。これまで衛星に搭載されてきた BI-CCDのNXBスペクトルと比較すると、高エネル
ギー側に humpのような構造はなく、また ∼ 9 keV以下に目立った輝線もないことが確認できた。また、SXIの
広い視野から、単位立体角、単位有効面積あたりのNXB強度は過去の衛星と比べて小さく、SXIが広がった暗い
天体（銀河団の outskirtなど）の観測に対して有用であることがわかった。本講演では NXBスペクトルの宇宙
線 Cut-off Rigidity依存性についても報告する。
SXI検出効率は、主にかに星雲, G21.5−0.9の観測データを用いて較正している。また、有機物質の吸着による

検出効率への影響を見積るため、RX J1856.5−3754の観測データを解析した。1週間の間隔をおいた 2回分の観
測データを解析した結果、汚染物質の厚みは、この期間で著しく増加していないことがわかった。


